
静岡市浸水対策推進プラン

静岡市では、都市部における浸水対策事業として、おおむね７年に１度（時間雨量67ミリ

メートル）の降雨に対応できるようにするため、市が管理している河川や下水道の幹線、ポンプ

場などの基幹施設の整備を雨水総合排水計画に基づき進めてきました。
しかし、近年の都市化の進展に伴う雨水流出量の増大によって、河川や下水道の未整備の地区

だけでなく、整備が進んでいる地区でも浸水被害が発生するようになっています。特に平成15

年７月と16年６月には２年連続で計画を超える雨（超過降雨）が局所的かつ短時間に集中して

降り、大きな範囲で浸水被害が発生しました。

このような状況を踏まえ、本市は従来の雨水総合排水計画を着実に進めることに加え、公共公
益施設等を利用した雨水の流出抑制を進めるとともに、市民のみなさまにも御協力をいただき、

共に雨水対策を進めていくことが浸水被害の早期軽減につながるという方針のもと、平成18年

２月に「静岡市浸水対策推進プラン」を策定しました。

平成元年度から16年度までの浸水被害履歴から、市内41地区を浸水対策地区と位置付け、雨
水総合排水計画の重点的実施区域としました。

令和元年度末の整備状況は41地区のうち24地区が完了し、現在13地区で整備を進めています。

静岡市雨水総合排水計画（基本構想）【更新】
静岡市雨水総合排水計画とは

静岡市雨水総合排水計画での…

①基本構想とは

浸水対策を実施すべき区域や目標とする整

備水準、施設整備の方針等の基本的な事項を

定めるものです。

②基本計画とは

基本構想に基づき、実施する具体的な浸水

対策（雨水管やポンプ場等）を、地区別に立

案するものです。

静岡市の浸水対策

本市の浸水対策は、静岡市浸水対策推進プランに基づき、下

水道（下水道部）と河川（土木部）が中心となり整備を進めて

います。

下水道の役割としては、雨水管やポンプ場、貯留浸透施設等
を整備し、雨水を河川等へ排除します。

河川の役割としては、流域内の雨水を安全に海まで流します。

静岡市雨水総合排水計画とは、本市の浸水対策の最も基本となる計画です。

この計画は、基本構想と基本計画で構成されており、静岡市雨水総合排水計画の実施計画として静
岡市浸水対策推進プランがあります。

③静岡市浸水対策推進プランとは
静岡市雨水総合排水計画を着実に進めるた

めの実施計画となるものです。

今回更新するものは静岡市雨水総合排水計画の中の基本構想です。

基本計画と静岡市浸水対策推進プランは、基本構想の更新後に見直しを行います。

①基本構想①基本構想

②基本計画②基本計画

③静岡市浸水対策
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静岡市雨水総合排水計画

静岡市における過去の浸水被害状況

七夕豪雨（昭和49年７月７日～８日）は、台風と梅雨前線による総降雨量508ミリメートルとい

う記録的な豪雨でした。このときは洪水（外水氾濫）が発生し、大規模な被害をもたらしました。

近年では、平成15年、16年及び26年などに局地的な大雨が降り、内水氾濫による浸水被害が発生
しました。

昭和49年7月 七夕豪雨

清水区江尻町

平成15年7月 豪雨
駿河区下川原

平成26年10月 台風18号
葵区唐瀬
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１ 唐瀬、岳美
２ 羽鳥、建穂

３ 城北２丁目

４ 大岩３丁目

５ 新伝馬３丁目
６ 牧ケ谷

７ 瓦場町

８ ⾧沼２・３丁目
９ 春日２・３丁目

１０ 瀬名川３丁目

１１ 宮前町

１ 下川原
２ 登呂４・５丁目

３ 西島、下島

４ 小坂

５ 丸子芹ケ谷
６ 広野

７ 寺田

８ 手越、向敷地
９ 石部

１０ 小鹿３丁目

１１ 中島
１２ 豊田２・３丁目

１ 押切、石川新町

２ 高橋２・３丁目

飯田町
３ 追分２丁目

４ 永楽町、江尻台町

５ 幸町

６ 川岸町、渋川
７ 北脇、能島、吉川

８ 船原１丁目

有東坂２丁目

９ 江尻町、銀座
１０ 鳥坂

１１ ⾧崎新田

１２ 緑が丘町

１３ 駒越
１４ 折戸

１５ 馬走

１６ 柏尾
１７ 駒越北町

１８ 三保
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浸水対策地区 全41地区

葵区

清水区

駿河区

凡 例

浸水対策地区

完了地区

整備中地区

未着手地区

河川改修 ポンプ施設雨水管 校庭貯留 内水ハザード
マップ

各戸貯留浸透施設
（助成制度）

流す 貯める 備える

外水氾濫とは…
外水氾濫とは、大雨によって河川等の水位が上昇し、堤防を越えて水があふれ

たり、堤防の土砂が流出して決壊したりすることです。家屋の倒壊や流出など、

大規模な被害を引き起こします。

内水氾濫とは…

内水氾濫とは、雨の量が下水道などの排水能力を超えたときや、河川等の排水
先の水位が高くなったときに雨水を排水できなくなり、浸水することです。

概要 資料１－１



更新の背景

近年の雨の降り方の局地化・集中化・激甚化や都市化の進展に伴い、雨水流出量が増大し、浸水

被害の発生リスクが高まっています。

現在の雨水総合排水計画は、静清合併前に静岡・清水地区の計画を策定して20年近く経過してい

るとともに、各地区の計画諸元が統一されていないことや、蒲原・由比地区の計画が未策定です。

これまで実施してきた浸水対策事業の効果などを反映させた、計画の総合的な見直しが必要と

なっています。

コンパクトなまちづくりを推進するにあたり、資産の集中、雨水流出量の増大に対応していく必

要があります。

浸水対策推進プランでは浸水対策地区41地区の浸水対策施設整備を完了させることを目指してい

ますが、完了後も引き続き、市民の生命・財産を守っていく必要があることから、考え方を整理

し完了後の整備地区を決めていく必要があります。

昭和48年度 静岡市雨水総合排水計画【策定】

平成11年度 静岡市雨水総合排水計画基本構想【更新】

平成12～14年度 静岡市雨水総合排水計画基本計画【更新】

平成13～15年度 清水市雨水総合排水計画基本計画【策定】

◆環境・社会の変化

◆計画策定後前後の主な経緯

気候変動 都市化の進展
コンパクトな
まちづくり

平成15年 旧静岡市・旧清水市合併
平成17年 政令指定都市移行
平成18年 静岡市浸水対策推進プラン【策定】
平成18年 旧蒲原町との合併
平成20年 旧由比町との合併

令和２年度 静岡市雨水総合排水計画基本構想【更新】

令和４年度 静岡市雨水総合排水計画基本計画【更新】
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浸水実績や浸水想定等の浸水リスクが高いことや

人口・家屋等の資産が集中していることを加味し、

静岡市の都市計画区域を計画対象区域とします。

一級・二級河川は河川整備計画で個別に定めるものとします。

準用河川は浸水実績、浸水想定、河川の重要度及び上下流・本支川でのバランスを総合的に考慮

した上で、基本計画の中で個別に定めるものとします。

短期計画 令和12年度（2030年度） 10年後

中期計画 令和22年度（2040年度） 20年後

⾧期計画 令和52年度（2070年度） 50年後

短期計画段階では、浸水対策推進プラン未完了地区の完成を目指します。

中期計画段階以降は、浸水実績に加え、大きな浸水が想定される地区を浸水シミュレーションに

より特定し、そこに重点投資していきます。

⾧期計画段階では、浸水発生時に社会的影響が大きい地区を重点対策地区（静岡市立地適正化計
画における集約化拠点形成区域）とし、整備水準を引き上げます。

計画降雨は７年確率降雨を基本とします。

計画降雨強度は時間雨量70.2ミリメートル（対象データ 昭和20年から平成29年）へレベルアップします。

浸水発生時に社会的影響が大きい地区を重点対策地区とし、⾧期計画段階で10年確率降雨（時間

雨量75.3ミリメートル）で整備します。

重点対策地区は静岡市立地適正化計画における集約化拠点形成区域※とします。

2030年度 2040年度 2070年度

７年確率降雨（時間雨量70.2㎜）

【重点対策地区】10年確率降雨（時間雨量75.3㎜）

中期計画地区に比べ浸水リスクが低い地区

【重点対策地区】静岡市立地適正化計画の集約化拠点形成区域

計画目標年次

整備目標 ７年確率降雨（時間雨量70.2㎜） ７年確率降雨（時間雨量70.2㎜）

対策地区 浸水対策プラン未完了地区 浸水リスク（浸水実績・浸水想定）の高い地区

短期計画 中期計画 ⾧期計画

※都市再生特別措置法に規定する「都市機能誘導区域」

計画の目的

目的① 活発な経済活動や快適な市民生活を支える強靭な社会基盤を有するまちを実現

目的② 災害から市民の生命や財産を守り、安全・安心に暮らせるまちを実現

目的③ 人と自然が共に生き誰もが住み続けたいと思えるまちを実現

計画目標年次

計画対象区域

河川の整備目標

下水道の整備目標

段階的整備計画

更新のポイント
旧静岡市と旧清水市の計画諸元を統一

蒲原・由比地区の追加

更新のポイント

気候変動への対応

コンパクトなまちづくりへの対応

集約化拠点形成区域とは

医療・福祉・子育て・商

業等の都市機能を誘導し、

多くの人が利用しやすい場

所となるよう、様々なサー

ビスの充実を図る区域です。

以下の６地区を設定して

います。

・静岡駅周辺地区

・清水駅周辺地区
・東静岡駅周辺地区

・草薙駅周辺地区

・駿河区役所周辺地区

・安倍川駅周辺地区

更新のポイント

浸水対策推進プランの確実な完了

浸水対策推進プラン完了後の浸水対策

「事前防災・減災」浸水シミュレーションで浸水リスクを評価

「選択と集中」優先度の高い地域を中心に浸水対策を推進


